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健

知

袋

康

恵

　
春
か
ら
秋
は
、
マ
ダ
ニ
に
よ
る
感
染

症
が
増
加
し
ま
す
。
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
、
県
内
で
は
マ
ダ
ニ
が
媒
介
す

る
ウ
イ
ル
ス
性
感
染
症
「
重
症
熱
性
血

小
板
減
少
症
候
群（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）」
の
発

症
が

１４
例
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
の
９
例
が
幡
多
福
祉
保
健

所
管
内（
黒
潮
町
、
四
万
十
市
、
宿
毛

市
、
土
佐
清
水
市
、
大
月
町
、
三
原
村
）

で
、
全
国
的
に
も
特
に
発
症
の
多
い
地

域
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
マ
ダ
ニ
と
は

　
マ
ダ
ニ
は
、
食
品
な
ど
に
発
生
す
る

コ
ナ
ダ
ニ
や
、
衣
類
や
寝
具
に
発
生
す

る
ヒ
ョ
ウ
ダ
ニ
な
ど
、
家
庭
内
で
生
息

す
る
ダ
ニ
と
は
種
類
が
異
な
り
ま
す
。

　
マ
ダ
ニ
類
は
固
い
外
皮
に
覆
わ
れ
た

比
較
的
大
型（
吸
血
前
３
〜
８
㎜
、
吸

血
後

１０
〜

２０
㎜
）の
ダ
ニ
で
す
。
主
に

森
林
や
草
地
な
ど
の
野
外
に
生
息
し
て

お
り
、
市
街
地
周
辺
で
も
見
ら
れ
ま
す
。

日
本
で
も
全
国
的
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

◆
「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

　
（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）
」
と
は

　
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
す
る
マ

ダ
ニ
類
に
咬
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
感

染
し
、
発
症
す
る
ウ
イ
ル
ス
性
感
染
症

で
す
。

【
潜
伏
期
間
】

（
病
原
体
に
感
染
し
て
か
ら
身
体
に

症
状
が
で
る
ま
で
の
期
間
）

・
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
か
ら
６
日
〜
２

週
間
程
度
。

【
感
染
経
路
】

・
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
し
て
い
る
マ
ダ
ニ

に
咬
ま
れ
る
こ
と
で
感
染
し
ま
す
（
た

だ
し
、
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
痕
が
確
認

で
き
な
い
場
合
も
多
い
）。

・
感
染
者
の
血
液
・
体
液
と
の
接
触
感

染
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
に
容
易
に

人
か
ら
人
へ
感
染
が
拡
が
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
症
状
】

　
主
に
発
熱
や
消
化
器
症
状（
食
欲
低

下
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、
下
痢
、
腹
痛
）

が
出
現
し
、
時
に
頭
痛
、
筋
肉
痛
、
神

経
症
状（
意
識
障
害
、
け
い
れ
ん
、
昏

睡
）、リ
ン
パ
節
腫
脹
、
呼
吸
器
症
状
（
咳

な
ど
）、
出
血
症
状（
紫
斑
・
下
血
な
ど
）

を
起
こ
し
ま
す
。
致
死
率
は
６
・
３
〜

３０
％
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
予
防
に
つ
い
て

　
有
効
な
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
は
な
く
、
予

防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
も
あ
り
ま
せ
ん
。

野
外
で
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
こ
と
が
重

要
で
す
。

・
マ
ダ
ニ
の
活
動
が
盛
ん
な
春
か
ら
秋

に
か
け
て
は
注
意
を
す
る
。

・
草
む
ら
や
藪
な
ど
マ
ダ
ニ
が
多
く
生

息
す
る
場
所
に
入
る
時
は
、
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
、
足
を
完
全
に
覆
う
靴
、

帽
子
、
手
袋
を
着
用
し
、
肌
の
露
出

を
避
け
る
。

・
ダ
ニ
が
衣
服
の
中
に
入
ら
な
い
よ
う
、

首
に
タ
オ
ル
を
巻
い
た
り
、
シ
ャ
ツ

の
袖
口
は
軍
手
や
手
袋
の
中
へ
、
ズ

ボ
ン
の
裾
は
長
靴
の
中
へ
入
れ
る
。

・
屋
外
活
動
後
は
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
て

い
な
い
か
確
認
を
す
る
。

・
感
染
者
の
血
液
、
体
液
、
排
泄
物
と

の
直
接
接
触
は
避
け
る
。

◆
も
し
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
ら

　
マ
ダ
ニ
類
の
多
く
は
、
人
や
動
物
に

取
り
付
く
と
、
皮
膚
に
し
っ
か
り
と
口

器
を
突
き
だ
し
長
時
間（
数
日
か
ら
、長

い
も
の
で

１０
日
間
）吸
血
し
ま
す
。
無

理
に
引
き
抜
こ
う
と
す
る
と
マ
ダ
ニ
の

一
部
が
皮
膚
内
に
残
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
る
の
で
、
吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
に
気

が
付
い
た
際
は
、
病
院
で
処
置
を
し
て

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
後
に
発

熱
や
消
化
器
症
状
が
認
め
ら
れ
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
病
院
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

マ
ダ
ニ
に
よ
る
感
染
症
に
注
意
！
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